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松
阪
安
衛
月
報 

４月号 
松阪労働基準監督署 
TEL0598-51-0015 

身近な「はたらくひと」に「今日も一日安全に働こう」と思わせるイラスト（共催：松阪労働基準協会、建設業

労働災害防止協会三重県支部松阪分会、林業・木材製造業労働災害防止協会三重県支部松阪分会）を、松阪・多

気地区の未就学児から募集し、多数のご応募をいただきました。松阪安衛月報では、応募作品を紹介しています。 

続
け
ま
す
‼
「
死
亡
災
害
ゼ
ロ
」 

「
ア
ン
ダ
ー
240
」
目
指
せ
！
過
去
最
小
値
！ 

 

松
阪
労
働
基
準
監
督
署
管
内

（
松
阪
市
・
多
気
郡
）
で
は
、
第
１３

次
防
労
働
災
害
防
止
計
画
（
平
成

３０
年
か
ら
令
和
４
年
ま
で
の
５

か
年
計
画
）
期
間
中
、
年
間
の
休
業

４
日
以
上
の
死
傷
災
害
数
を
、
過

去
の
最
小
値
で
あ
る
２４２
人
を
下

回
る
「
２４０
人
未
満
」
を
目
標
と
し

て
、
各
種
災
害
防
止
対
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

残
念
な
が
ら
、
期
間
中
、
死
傷
災

害
数
は
過
去
の
最
小
値
を
下
回
る

こ
と
は
出
来
ず
、
令
和
４
年
は
対

前
年
よ
り
も
増
加
す
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。 

 

死
亡
災
害
は
、
期
間
中
に
６
人

の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

令
和
５
年
か
ら
新
た
な
５
か
年

計
画
で
あ
る
第
１４
次
労
働
災
害

防
止
計
画
が
始
ま
り
ま
す
。
松
阪

署
に
お
け
る
具
体
的
な
計
画
は
、 

改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
過
去

の
最
小
値
で
あ
る
２４２
人
を
下
回
る
ま

で
は
、「
ア
ン
ダ
ー
２４０
」
を
引
続
き
数

値
目
標
に
掲
げ
て
活
動
し
て
い
き
ま

す
。 

 

「
死
亡
災
害
ゼ
ロ
」
は
、
令
和
２
年

１０
月
か
ら
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
松
阪
署
管
内
に
お
い
て
、
悲
惨

な
死
亡
災
害
が
発
生
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
皆
様
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。 

 

月
報
を
介
し
て
、
事
業
場
の
安
全

衛
生
活
動
に
少
し
で
も
役
に
立
つ
情

報
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
年
度
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

  
 

 

松
阪
労
働
基
準
監
督
署
長 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
田 

香 

①
一
側
足
場
の
使
用
範
囲
を
明
確
化  

 

主
に
狭
あ
い
な
現
場
で
使
用
さ
れ
る
一
側
足
場

に
つ
い
て
、
十
分
な
幅
が
あ
る
場
所
（
幅
が
１
メ
ー

ト
ル
以
上
の
場
所
）
に
お
い
て
は
、
本
足
場
の
使
用

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
（
つ
り
足
場
を
使
用
す
る

と
き
、
又
は
障
害
物
の
存
在
そ
の
他
の
足
場
を
使

用
す
る
場
所
の
状
況
に
よ
り
本
足
場
を
使
用
す
る

こ
と
が
困
難
な
と
き
を
除
き
ま
す
）。 

    

事
業
者
又
は
注
文
者
に
よ
る
足
場
の
点
検
が
確

実
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
点
検
者
を
あ

ら
か
じ
め
指
名
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。 

    

事
業
者
又
は
注
文
者
が
悪
天
候
若
し
く
は
地
震

又
は
足
場
の
組
立
て
、
変
更
等
の
後
の
足
場
の
点

検
を
行
っ
た
と
き
に
記
録
及
び
保
存
す
べ
き
事
項

（
現
行
で
は
当
該
点
検
の
結
果
及
び
点
検
結
果
に

基
づ
い
て
補
修
等
を
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
措
置
の
内
容
）
に
、
当
該
点
検
者
の
氏
名
を
追

加
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

公
布
日
：
令
和
５
年
３
月
１
４
日 

 
 

 
 

施
行
日
：
①
令
和
６
年
４
月
１
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

②
③
令
和
５
年
１
０
月
１
日 

③ 

足
場
点
検
後
の
記
録
事
項
に
点
検
者
氏
名 

   

を
追
加 

② 

足
場
の
点
検
を
行
う
際
、
点
検
者
の
指
名  

   

を
義
務
付
け 
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松阪＆多気 各月末時点における労働災害発生状況

令和5年 令和4年 アンダー240目安線

アンダー２４０

～
死
亡
者
数
ゼ
ロ
、
死
傷
者
数
２７３
人
～ 

  

令
和
４
年
の
労
働
災
害
発
生
状
況
は
、
死
亡
災
害
が
０
人

（
前
年
同
数
）、
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
が
２７３
人
（
前

年
比
２４
人
増
）
で
し
た
。 

 

業
種
別
で
は
、
製
造
業
が
５７
人
と
前
年
比
４
人
減
に
対

し
、
建
設
業
は
３５
人
で
前
年
比
８
人
増
、
道
路
貨
物
運
送
業

は
４４
人
で
前
年
比
９
人
増
、
小
売
業
は
４１
人
で
前
年
比
８

人
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
が
増
加
し
た
業
種
で
は
よ
り

一
層
、
減
少
し
た
業
種
で
も
油
断
せ
ず
、
災
害
防
止
対
策
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

事
故
の
型
別
で
は
、
転
倒
が
７４
人
と
最
も
多
く
、
次
い
で

墜
落
・
転
落
が
４９
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
２
つ
の
災

害
で
全
体
の
約
４５
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に
転

倒
災
害
、
墜
落
・
転
落
災
害
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

注 

公
表
の
数
値
は
す
べ
て
新
型
コ
ロ
ナ
の

り
患
に
よ
る
も
の
を
除
外
し
て
い
ま
す
。 

 

 

松
阪
労
働
基
準
協
会
で
は
、
令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
講
習
会
の
開
催
情
報
や
三
重
労
働

局
、
松
阪
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の
連
絡
事
項
な
ど
を
随
時

公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
松
阪
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
」
へ
の
リ
ン
ク
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
案
内
し
ま

す
。 

 h
ttp

s
://m

a
ts

u
s
a
k
a
-ro

u
k
i.jp

 
 

  

昨
年
の
熱
中
症
に
お
け
る
災
害
発
生
は
、
三
重
県
内
で
死

亡
を
含
む
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
が
８
人
、
う
ち
死
亡

者
数
は
２
人
で
し
た
（
１
月
１３
日
速
報
値
）。 

 

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
職
場
に
お
け
る
熱
中
症
予
防
対
策

の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年
４
月
は
そ
の
準
備

期
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

暑
さ
が
本
格
化
す
る
ま
で
に
、
皆
様
方
の
取
組
み
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

 

U
R
L

労
働
災
害
防
止
関
連
の
資
料
を
三
重
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
松
阪
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
に

公
開
し
て
い
ま
す
。

（h
ttp

s://jsite
.m

h
lw

.g
o
.jp

/m
ie-

ro
u

d
o

u
k
yo

k
u

/k
a
n

to
k
u

/m
a
tsu

sa
k
a

02.h
tm

l

）

転倒災害防止チェックリスト 
①通路、階段、出⼝に物を放置してい
ませんか 

②床の水たまりや氷、油、粉類などは
放置せず、その都度取り除いてい
ますか 

③通路や階段を安全に移動できるよ
うに⼗分な明るさ（照度）が確保さ
れていますか 

④靴は、すべりにくくちょうど良い
サイズのものを選んでいますか 

⑤転倒しやすい場所の危険マップを
作成し、周知していますか 

⑥段差のある箇所や滑りやすい場所
などに、注意を促す標識をつけて
いますか 

⑦ポケットに手を入れたまま歩くこ
とを禁止していますか 

⑧ストレッチや転倒予防のための運
動を取り入れていますか 

⑨転倒を予防するための教育を⾏っ
ていますか 

労
働
災
害
防
止
関
連
の
資
料
を
三
重
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
松
阪
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
に

公
開
し
て
い
ま
す
。

（h
ttp

s://jsite
.m

h
lw

.g
o
.jp

/m
ie-

ro
u
d
o
u
k
yo

k
u
/k

a
n
to

k
u
/m

a
tsu

sa
k
a

02.h
tm

l

）

https://matsusaka-rouki.jp/
https://matsusaka-rouki.jp/

